
　

ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定今後の予定

~しもべ編・弟子）丁稚奉公~
「あなたの生き方」

ヨハネ4：43～54
ヨハネ2：１～11

　私たちの人生の中で自分との戦いが日々起こります。私たちは本
当に神のしもべとして神様がせよと言われることを忠実に行ってい
るでしょうか。私たちは自分の考えを優先し、自分のやり方を選び
たいといつも思ってしまいます。
　神様は 一度間違えた私たちを弟子入りさせ、そこで正しい振る舞
いを教え、それができるようになるために御言葉で私たちを助けよ
うとしてくれています。信じるしもべになるのかそれとも理解した
い主人になるのか、私たちはそれを選ぶことができます。
聖書を開き、心を開き、神様に委ね、信じたときに私たちはそこか
ら神の奥義を学ぶことができます！
　神様は私たちを通して神の奇跡の道を開きたいと願い、そのこと
を日々心にとどめながら、御言葉を心に携える人生となるよう願っ
ています。神様が命を懸けて私たちに語られたメッセージが一人一
人の心に残りますように！

主 日 礼 拝主 日 礼 拝

　私たちの心の中にはまっすぐな思いや願いとは全く違う、様々な邪
念を抱く事があります。その邪念は、私たちに大きな影響をもたらし、
本当にしたかったことができなくなります。まっすぐ感じる純粋な心
と疑う心、私達はいつもどちらを選んでいるでしょうか。
情報社会になった私たちは、以前よりも情報量が多くなったために自
分の本当の心が分かりにくくなっています。自分の本当の心を見失わ
ない為に私たちは、多くの情報に惑わされずその中で正しい自らの願
いを選び決断することです。
　私たち人間は、蝕まれています。周りからいろいろな言葉で誘惑され、
たくさんの言葉が聞こえてきてそして妥協するような決断に至らせよ
うとします。今すでに様々なところで価値観が歪んできています。

丁稚奉公・・・幼少のころに修行し、経営の仕方、心意気、どう経営
　をし商売としてうまく成立させるかを教え、そしてその人が一人前
になるために育てること。
神様がやりたいことはまさしくこれです！
私たちは自分の思う通りにしたい、だから学ぶことと修行することが
できません。それは頭で理解するのではなく、心で理解をして私たち
が正しい振る舞いを学ぶことです。
　神様は私たちが繁栄することを願っています。だからこそ堕落する
ことを願ってはいません。神様は私たちにしもべとして教えたいと願っ
ています。素直な心でイエス様が言われたことを信じて行う行為は、
恵みをもたらします。

　
　神様は私たちが製品としてではなく作品として生きるように願って
います。「しもべ」という言葉が最初に出てきたのは、セム・ハム・ヤ
ペテの頃です。旧約聖書の時代は呪いがかかるとひどいことが起きる
といわれています。例えばアダムとイブが罪を犯した後どうなるかと
いうと、エデンの園から追放されました。
　神様は、最悪状況の中で正しい生き方を選ぶ人に祝福をもたらすプ
ロセスを設けました。この時、しもべという制度ができました。
罪の中に陥った人間が感情という間違ったプロセスを回避することを
学ぶことができます。

『その王室の役人はイエスに言った。「主よ。どうか私の子どもが死な
ないうちに下って来てください。」イエスは彼に言われた。「帰って行
きなさい。あなたの息子は直っています。」その人はイエスが言われた
ことばを信じて、帰途についた。』（ヨハの福音書4:49～ 50）

　
　1人 1人が忠実にそれを行った時に奇跡が起こるということを示唆
していて、なぜぶどう酒だったかというとそれが十字架だからです。
十字架から始まりそれが人々を癒すとそしてその癒すのは神の御言葉
の奇跡によって触れた人に起こる。ですから神様は印を求めるもので
はなく価値観を癒されるものを求めているんだということです。
 イエスが、「水がめに水をいっぱい入れなさい」と言われると、召し使
いたちは、かめの縁まで水を満たした。
 イエスは、「さあ、それをくんで宴会の世話役のところへ持って行きな
さい」と言われた。召し使いたちは運んで行った。 
世話役はぶどう酒に変わった水の味見をした。このぶどう酒がどこか
ら来たのか、水をくんだ召し使いたちは知っていたが、世話役は知ら
なかったので、花婿を呼んで、
 言った。「だれでも初めに良いぶどう酒を出し、酔いがまわったころに
劣ったものを出すものですが、あなたは良いぶどう酒を今まで取って
置かれました。」

『イエスは、この最初のしるしをガリラヤのカナで行って、その栄光を
現された。それで、弟子たちはイエスを信じた。』（ヨハネの福音書2:7
～ 11）

　理解というのは納得をすることで自らの中に変化がない状態です。
この変化が起きないことが問題なのです。なぜ問題かというと変化が
ないので同じことを繰り返すからです。私たちは価値観を変える事が
大切なのです。
　私たちは何かが起きると神様に納得させてほしいと言っています。
これが理解です。しかし信仰はそうではありません。
私たちはどんな状況下でも信じることと祈ることが求められます。
求めることで私たちは今までの見方や聞き方から神様に心から聞くこ
とができるようになります。心から聞くから正しい振る舞いができる
ようなり、今までの価値観を変えることができるのです。
これが礼拝の一つのプロセスです
　礼拝は私たちの古い考え方や価値観を変える時間なのです。

　
 『主人が婚礼から帰って来て戸をたたいたら、すぐに戸を開けようと、
その帰りを待っている人たちのようでありなさい。
帰って来た主人に、目を覚ましているのを見てもらえるしもべたちは幸
いです。まことに、あなたがたに言います。主人のほうが帯を締め、そ
のしもべたちを食卓に着かせ、そばに来て給仕してくれます。』（ルカの
福音書12:36～ 37）
しもべになりきれない人は主人から恵みを受けることはありません。な
ぜかというとアダムとイブの罪の時点で私たちはもうすでにずれている
からです。
　ずれたままでは神様のもとで祝福を受けることはありません。神様は
私たちのずれたものを戻したいと願っています。素直な心でイエス様が
言われたことをすぐに信じてやる行為が、ずれではない恵みをもたらし
た結果なのです。

　
　私たちは神様に従う者になるのか従わない者になるのかを考える必要
があります。なぜ従う者になる必要があるのか、聖書は仕えるものにな
るということ、愛の関係であることを求めていたのに、人々は偉い者が
しもべに足を洗わせるという奴隷の価値観がありました。
人間の価値観がずれてしまうとこのようなります。ずれたなら治す必要
があります。神様のもとに出て、そのズレを神様と一緒にしもべとして
仕え、戻していく必要があるのです。
私たちがなぜ疲れ果ててしまうかというと、私たちの価値観がずれたま
までやるからです。
神様はそんな私たちの人生を元に戻そうとしています。

 『ペトロが、「わたしの足など、決して洗わないでください」と言うと、
イエスは、「もしわたしがあなたを洗わないなら、あなたはわたしと何
のかかわりもないことになる」と答えられた。
 そこでシモン・ペトロが言った。「主よ、足だけでなく、手も頭も。」
イエスは言われた。「既に体を洗った者は、全身清いのだから、足だけ
洗えばよい。あなたがたは清いのだが、皆が清いわけではない。』（ヨハ
ネ福音書13:8 ～ 10）

　彼は26の文明の興亡を分析した比較歴史学の大著で歴史の研究をし
た人です。歴史というのは一体どういうふうに繰り返しているのかを調
べ、そしてその挑戦と応戦の法則には、誕生してから成長する第一幕と、
成長を止めて徐々に衰退してから崩壊していく第二幕で構成されていま
す。そしてどの文明であろうとその文明が直面する挑戦に対して成功的
に応戦したらそれは成長し継続するが、反対に失敗的に起こったらその
文明は滅亡し衰退していきます。神様はこのようにして 私たちに多くの
人の研究をもとに法則を与えています。
正しく向き合えばそれは継続するが、 正しく向き合えなければ失うとい
われています。

大きな影響をもたらす邪念

丁稚奉公

しもべ　

忠実に行う　

納得・価値観の変化

聖書の奥義　

従う者と従わない者　

「アーノルド・トインビーの法則」　

　　　　（ ２０２５ 年10月5日 ） 

最後に

（要約者：泉水 京子）


